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生活必需品や日用品などに比べて遥かに高額である分譲マンションにおいても、所謂“○○キュッパ”（＝消費

者の購入意欲を高める心理学的価格決定の一つ）という値付けがされているのかを分析した。2016 年に新規分

譲ならびに中古流通したマンションのうち、一戸価格が 4 桁（1,000 万円～9,999 万円）のものを調査対象とした。 

●「百の位」における数字の内訳 

新築・中古マンション価格の「百の位」においては各数字とも軒並み 10％程度に収斂しており、特定の数字が際

立って多かったり少なかったりといった特徴は見られなかった。また、「9」が多く使用されている傾向もほとんど

なく、比較的割合が多い首都圏の中古マンションでも 14.7％に留まった。「百の位」は各住戸の価格帯に直結し

ていることもあり、“○○キュッパ”の語呂や大台（3,000 万円や 4,000 万円など）割れによるお買い得感を出すた

めに、ある特定の数字を用いて値付けすることはほとんどないと言える。 

●「十の位」＆「一の位」における数字の内訳 

新築マンション価格における「十の位」はいずれの都市圏でも「9」が最多で、次いで多いのは「9」よりもさらに割

安さを感じられる「8」となっており、「4」や「5」もそれぞれ 10％程度のシェアを占めている。「5」は中間の数字で、

それよりも大きな値の「6」～「9」に比べて訴求性があることやキリ番号としての位置付けから一定以上のケース

で用いられており、「4」については「0」に対する「9」や「8」と同じ意味合いで使用されているものとみられる。「一

の位」では圧倒的に「0」が多く、その割合は首都圏で過半数を超え、近畿圏や中部圏では 7 割以上、福岡県に

至っては 9 割超のケースで「0」が使用されている。それ以外の数字では「8」も比較的多く登場しているが、これ

はデベロッパーの一部で縁起を担ぐ意味合いなどから“末の数字（＝下1桁目）”に末広がりの「8」を積極的に採

用していることも影響している。“下 2 桁”の組み合わせで頻度の高いものはいずれの都市圏でも「90」「80」が該

当しており、その他には首都圏で「98」、それ以外の都市圏で「40」も比較的多い傾向にある。特に、「99」に近い

数字は購入者に対して購入意欲を高めさせる効果があるだけでなく、例えば実際の最低価格が 3,980 万円の物

件広告においても「販売価格 3,900 万円台～」と表現することができ、利益を重んじる供給側にとっても非常に使

い勝手の良い数字であることがこの特徴からも見て取れる。 

東京カンテイ 新築・中古マンション価格でもやっぱり“○○キュッパ”が多いのかを調査 

一戸価格が 4桁の住戸、“下 2桁”の組み合わせには「80」「90」を多用

中古ではお買い得感を訴求することが主な目的、新築では利益を重んじる供給側の意向も影響 
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中古マンションにおける「十の位」ではいずれの都市圏でも「8」が最多で、首都圏や近畿圏では6割近く、中部圏

や福岡県でも 4 割以上と、他の数字に比べて圧倒的に多く用いられている。次いで多いのは「9」で、新築マンシ

ョンの場合とその頻度は逆転しており、また割合自体も 15％程度と完全に差が開いている。「一の位」に至って

は全ての都市圏で「0」が 9割以上を占め、新築マンションで比較的多く見られた「8」は 5％程度、他の数字も1％

に達していない。中古マンションが成約に至るまでには売り主と買い主の間で価格交渉するケースが多いため、

売り希望価格を設定する段階においては 10 万円未満の金額調整でお値打ち感を醸し出すことにそもそも意味

を見出していないことや、仲介手数料を計算する際に端数を生じさせないためなどといった事務的な観点から、

「一の位」はほぼ「0」の一択となっている。“下 2 桁”の組み合わせではどの都市圏でも例外なく「80」が断トツに

多く、次いで「90」やキリ番号の「00」「50」もよく見られる。個人が売り主である場合には売出価格を新築マンショ

ンの販売価格で見られるようなレンジ表記にすることもないため、これら組み合わせが多数登場する背景には競

合物件が存在するマーケットにおいて買い主に対して純粋に割安感を出すことやわかりやすい価格設定にする

傾向が色濃く出ているものと考えられる。 


